
質問 回答

1
油圧ショベルメーカーが積極的に製品値上げを⾏っています。御社における値
上げ戦略、売上⾼および営業利 益への影響額は実績、予想でどのように分析さ
れておられますか。

当社の販売は油圧ショベルメーカーさん経由も多く、油圧ショベルメーカーさ
んが先⾏して値上げをして頂いているので、同様に、原材料⾼の影響に関して
の理解を得ながら価格転嫁をお願いしている。
受注残を抱えているので、原価⾼と実際の価格転嫁にはタイムラグを生じる
が、基本的には、営業利益に影響が出ないように、原材料の原価⾼を吸収でき
る値上げ幅をお願いしている。

2 24/3期前半の生産計画は、23/3期後半に⽐べて、どれくらい増えそうか 。

部材不足の解消も不透明なため業績計画としては微増で計画しているが、受注
残も積み上がっており、社内的には２割の増産目標、最低でも１割増を掲げて
生産を強化している。（昨年は同様の方針の下で、結果的には台数で16%増産
できた。）

3
ケーブルクレーンの⼤型受注があり、粗利益率は下がったとの説明ですが、今
期の予想では⼤型受注は？また ケーブルクレーンの売上⾼の伸び率の想定を教
えてください。

前年度は足羽川ダムの⼤型受注があったが、今年度はその規模の工事はない。
但し、水力発電所のリニューアル工事は安定して受注できているので、少し売
上が落ちる程度だと見ている。売上減少分は、前年度納期ズレで減収になった
⼤型環境機械の増収でカバーしたいと考えている。

4
トルコ・シリア地震の復興需要は御社の業績⾯に顕在化され始めているので
しょうか。好調な欧州市場の背景 と今期の海外各地域の売上計画を頂けないで
しょうか。

油圧ショベルメーカーさんとタッグを組んでODA案件として対応している。既
に、実績も出始めているが、今後のことに関してはまだ読めていない。
欧州市場に関しては、2020年に現地法人を設立し販売代理店網を整備してきた
ことが実績に繋がっている。
今期は特に欧米に関しては景気減速感が言われており、既存の海外ビジネスは
全体的に微増の計画。前年度に買収した米国のビジネスの業績がきっちりと表
れてくることが一番のポイント。

5
後追い値上げとのことですが、先に余裕持ってやることはないのでしょうか。
価格転嫁分だけでなく、付加価値分も値上げはないのでしょうか

ご指摘の通りだと思うが、既に当社の製品は付加価値分は価格に反映している
という認識をしている。先に値上できれば経営的には有難いが、値上げに関し
ては（お客様が関係することもあり）営業サイドと現場の状況を確認しながら
⾏っている。

6
商品・製品在庫が増えた理由を教えてください。新規連結の影響なのか、販売
の問題なのか、顧客側の問題な のか、いかがでしょうか。

商品・製品在庫が増えた理由は２点。１点目は買収した米国の会社の価値の⼤
部分が在庫であり、その分が乗ってきていること。２点目は売上の増加に伴
い、どうしても出庫前に現場で一時抱える在庫が増えてしまう。期末には出来
るだけスムーズに販売できるように調整はしているが、それでも増えているの
は事実。この点は引き続き、課題として取り組んでいきたい。

7
好業績が続いております。部材調達⾯に少し不安がありそうですが、その他考
えられる懸念材料を挙げるとど のようなものがございますか。特段なければ⼤
丈夫です

売上も伸びてきているので、人員的にタイトで一人一人の負担も⼤きくなって
きており、常時採用・育成に注力している。特に当社の強みであるアフター
サービスを担う技術サービスマンの確保と育成が課題と思っている。

8
⻑期ビジョン「VISION30」でのトリプル3のKPIで売上⾼・営業利益は達成可
能であると思われますが、時価総 額の300億円以上は現在より2倍にするにはか
なり難しいと思われますが何か施策をいただければ幸いです。

計画当初は目標達成時のPERを15倍に置いていたが、現状の10倍前後という水
準からはハードルが⾼いのは事実。但し、解体・破砕業界は日本国内でも数少
ない成⻑産業だと思うし、需要も伸びる余地は十分にあるので当社の強みを生
かしながら業績を持ち上げてくことは可能。そのあたりを投資家様に訴求して
いきたい。
また、株主還元やサステナビリティなどを含めて皆様からの色々な意見を検討
し対応していきたいので、ご意見ご鞭撻をお願いします。
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